
R８年度 食物アレルギー対応研修

令和８年４月２日（木）、「心肺蘇生法」の研修と合わせて、「食物アレ

ルギー対応研修」を行いました。
児童にアレルギー症状が現われた時に、どのように対応するのか、保健主
事・栄養教諭が中心となり、講義の後にシミュレーションを体験しました。

食物アレルギーのある児童・保護者とは、事前に情報を共有して、万が一に備えています。

シナリオをもとに役割分担された教職員が、個々の役を演じます。

あらかじめ用意されたマニュアルを、一つ一つ確認しながら、ロールプレイを
して、場面毎の課題を洗い出しました。

はじめに栄養教諭からの講義を聞きました。
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